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 和歌山県の現状

 ステークホルダーのニーズ

２．和歌山県が将来ありたい姿

１．検討会設置の背景

 世界情勢・国内情勢の変化

３．本検討会でご議論いただきたいポイント

 変化の兆し



 今後10年間で 150兆円の官民投資

20兆円の政府支援

 県内では、少子高齢化、重工業の事業縮小といった状況を背景に、

労働人口の流出、工業出荷額の鈍化、遊休地・工場跡地化といったリスクを抱えている

 この状況を逆手にとり、円滑にGX成長投資を取り込むことができれば、

地方におけるGX事業転換をリードする、脱炭素先進県となるチャンス

 他方、GXの大規模投資は、一朝一夕では実現しない

→ 世界の潮流、政府の方針、事業者の動きを適時適切に捉え、腰を据えて根気強く、
チャンスを逃さないための準備に取り組むことが必要ではないか

→ 現状分析、長所・短所の整理を行い、ターゲットを絞った上で先んじて環境整備を進める
必要があるのではないか

 今後10年間で 1.5兆円の県内投資

2,000億円の政府支援

 これから毎年 1,500億円の県内投資

200億円の政府支援

※ 和歌山県は、人口・面積とも全国の約１％

検討会設置の背景

GX実現に向けた政府方針 和歌山県のポテンシャル※

 人口 0.7％（2020年国勢調査）
 面積 1.25％（令和5年全国都道府県市区町村別面積調（1月1日時点））
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世界情勢・国内情勢の変化



 世界全体では人口が増加し続ける一方、先進国や中国では高齢化の進展、世界的なインフレの中で働き方やモノ
の消費の仕方の変化、気候変動と脱炭素化、デジタル化・AI技術によるイノベーション、地政学的リスクの拡大、自
然災害やコロナのような感染症を受けたレジリエンスへの要請など、世界情勢・マクロ環境の変化が生じている。

世界情勢の変化

人口動態の変化

地政学的・
保護主義的

リスクの高まり
⇒世界の分断化

気候変動・
脱炭素化の潮流

デジタル化の加速
による技術革新

自然災害・感染症
によるレジリエンス

への要請

世界的なインフレ
・ライフスタイル

の変化
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 戦後進んできたグローバル化は岐路。背景には国内・国家間の格差拡大、デジタル革新による富の偏在、自国中
心主義による分断、大国による一方的措置の多用等。

 このように秩序が揺らぐ状況でロシアがウクライナを侵略。西側先進国と権威主義国家との間の分断が一層深まる中

で、国際経済秩序は歴史的岐路に立たされている。さらに、中東情勢の緊迫化が分断を加速化しかねない状況。

世界の不確実性の高まり
産業構造審議会経済産業政策新機軸部会第2次中間整理参考資料集に一部加筆
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※不確実性：各国の政策や国際情勢、事業環境の急激な変化等が予測しづらく、
特定の現象や結果が起こる可能性が予測できない状況
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世界全体でのコモディティ価格の上昇

 コロナ禍における物流網の混乱や、異常気象による食料の不作、脱炭素に向けた資源・エネルギー需要の急激なシ
フト、ロシアによるウクライナ侵略の影響を受けたサプライチェーンの需給バランスの歪みや一部途絶によりコモディティ
価格が上昇。

 これまで経済安全保障のため確保に取り組んできた半導体・医療品・レアアース等一部の物質にとどまらず、経済活
動や生活に直結する幅広い物資の供給制約が課題となりつつある。

第30回産業構造審議会総会 資料２より抜粋
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世界全体での歴史的インフレ

 エネルギー・食糧価格や賃金の上昇を背景に、世界中でインフレ進行を継続。一時期の急上昇よりは穏やかになっ
ているものの、消費者物価指数でみると、足下で日本は米国と同等水準に。

 こうしたインフレに対処すべく、各国中央銀行は政策金利を引き上げ。他方、日本の政策金利は引きあがっていない

が、足下では、日本の長期国債の金利は１％弱まで上昇。

第17回 産業構造審議会経済産業政策新機軸部会資料３より抜粋
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9

 世界では、カーボンニュートラル目標を表明する国・地域が急増し、そのGDP総計は世界全体の約94％を占める。

 こうした中、既に欧米をはじめとして、排出削減と経済成長をともに実現するGXに向けた大規模な投資競争が激
化。

⇒ GX投資等によるGXに向けた取組の成否が、企業・国家の競争力に直結する時代に突入

世界におけるカーボンニュートラル宣言の状況
産業構造審議会経済産業政策新機軸部会第2次中間整理参考資料集より抜粋
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発電電力量：9,340億kWh

 菅総理(当時)は、2020年10月に我が国が2050年カーボンニュートラルを目指すことを宣言。また、2021年4月に
は2030年度に温室効果ガス46%削減(2013年度比)を目標に掲げた。

 カーボンニュートラル実現に向け、温室効果ガスの85％、CO2の93%を排出するエネルギー部門の取組が重要。

 上記目標の実現に向け、エネルギー政策の道筋を示し、気候変動対策を進めながら、安全性の確保を大前提にエ
ネルギーの安定供給の確保やコストの低減に向けた取組を示すことを目的として、2022年10月に第6次エネルギー
基本計画が策定。

カーボンニュートラル実現に向けた日本の対応

2020年度速報 2030年度政府見通し

省エネ 1,655万kl 6,200万kl 

電源構成 再エネ １９．８％ ３６～３８％

水素・アンモニ
ア

０％ １％

原子力 ４％ ２０～２２％

ＬＮＧ ３９％ ２０％

石炭 ３１％ １９％

石油等 ７％ ２％

（＋非エネルギー起源ガス・吸収源 同様の目標引上げ）

温室効果ガス削減割合 １４％ ４６％

更に５０％の
高みを目指す

第6次エネルギー基本計画における2030年の電源構成

2030年度
（見通し）

2010年度
（実績）

2020年度
（速報）

出典）総合エネルギー統計(2020年度速報値)等を基に資源エネルギー庁作成
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（参考）ＧＸ（グリーントランスフォーメーション）とは

 日本では、産業革命以来の化石エネルギー中心の産業構造・社会構造から、クリーンエネルギー中心のものへ転換
することなどを通じて、エネルギー安定供給、経済成長、脱炭素化の3つを同時に実現していくことを、グリーントランス
フォーメーション（GX）と位置づけ。

第13回産業構造審議会産業技術環境分科会資料２より抜粋
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 世界経済フォーラムによる国際競争力ランキングで、労働力の多様性は世界106位と東アジア諸国よりも低い。

 「ジェンダー・ギャップ指数（GGI）2021」における日本の順位は、156か国中120位。
※ ジェンダー・ギャップ指数：経済、教育、政治、保健の4つの分野のデータから作成。0が完全不平等、1が完全平等を意味。

 就業者に占める女性比率は諸外国と同水準であるものの、役員・管理職の中での女性比率が著しく低い。

ダイバーシティ（多様性）における世界と日本

（出典）World Economic Forum “Global Competitiveness Report 2019”
に基づき作成。

（備考）
１．世界経済フォーラム「グローバル・ジェンダー・ギャップ報告書」より作成
２．スコアが低い項目は赤字で記載
３．分野別の順位：経済（117位）、教育（92位）、健康（65位）、政治（147位）

１．「管理的職業従事者」及び「就業者」については、「令和元年版男女共同参画白書」に基づき作成。2019(令和元)年の値。
２．「管理的職業従事者」とは、就業者のうち、会社役員、企業の課長相当職以上、管理的公務員等。また、「管理的職業従事者」の

定義は国によって異なる。
３．「役員」については、日本は、東洋経済新報社「役員四季報」(2021年版)に基づき作成、2020(令和2)年7月の値。米国、英国、

フランス、スウェーデンは、OECD “Social and Welfare Statistics”に基づき作成、2017年の値。

【女性比率の国際比較】

第７回産業構造審議会経済産業政策新機軸部会資料３より抜粋
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 1995年に生産年齢人口（15-64歳）は減少し始めており、全体でも2010年から人口減少が進展している。

日本の総人口・生産年齢人口の推移
産業構造審議会経済産業政策新機軸部会第2次中間整理参考資料集より抜粋
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 コロナ禍で低下した有効求人倍率が増加傾向を示しており、東京以外の都道府県でも１を超え、推移している。

 和歌山県でも、コロナ以降、有効求人倍率は継続的に１を超えている状況。

人手不足の現状
中⼩企業・⼩規模事業者の⼈材戦略に関する有識者検討会第1回資料に事務局加筆

求人、求職及び求人倍率の推移

出典：厚生労働省和歌山労働局発表 令和５年９月２９日（金）

和歌山の有効求人倍率等の推移
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月間有効求職者数

（
有
効
求
人
倍
率
）

（
有
効
求
人
・
有
効
求
職
）

月間有効求人数

有効求人倍率



 足下の男性・女性・高齢者別の労働参加率は、いずれも世界最高水準になっており、労働参加が天井に近くなって
いる可能性がある。

 年収の壁の解消による一人当たり労働時間の拡大が期待されるものの、パートタイム労働者の多くは時間制約があ

る人が多いことと、人口減少が継続することを踏まえた経済・産業の運営が必要。。

人手不足が継続する可能性
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第17回 産業構造審議会経済産業政策新機軸部会資料３より抜粋



和歌山県の現状
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果実

68.8%

果実

9.8%

米

7.1%

米

18.5%

野菜

25.1%

野菜

12.8%

畜産

36.1%

畜産 3.2%

全 国
8兆9,521億円

和歌山県
1,104億円

花き 4.8%

花き 3.4%

その他 3.4%

その他 7.1%

和歌山県の概要

〔資料〕農林水産省「林業産出額」、「木材需給報告書」

4,725k㎡（全国比 1.25%）
面積

923千人（全国比 0.7％）
⼈口 ※R２.10.1現在(令和2年国勢調査)

37,446億円
県内総生産(名目) ※令和元年度県民経済計算

 本州最南端に位置し、面積・人口ともに全国の約１％。

 農業産出額の約7割は果実。みかん、うめ、かきの収穫量はそれぞれ全国1位。

 近年、林業産出額は38億円前後で推移。県土における森林面積の割合は7割を超え、全国6位。

〔資料〕農林水産省「2020年農林業センサス」ほか

38.5億円
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森林
76.2%
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T9 S5 S15 S25 S35 S45 S55 H2 H12 H22 R2

14歳以下 15～64歳 65歳以上

就業者数（左目盛り）

922,584人

463,096人

750,411人

県の総人口・生産年齢人口の推移

 人口は1980年をピークに減少し始めており、特に若年層（14歳以下）の人口減少が進展している。

 県外大学・短大への進学者割合は8割以上。2005年から継続して全国ワーストトップ３に入る。

 県外への就職者割合は、全国平均よりも高い。
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人口のピーク

1,087,206人
（千人）

2005年 2010年 2015年 2020年 2021年

全国 55.6 54.1 54.1 54.0 53.4

和歌山県 88.8 87.3 86.5 82.3 80.5

全国順位

（ワースト）
1 1 1 3 3

2005年 2010年 2015年 2020年 2021年

全国 18.4 19.6 18.4 19.2 18.1

和歌山県 26.5 23.5 23.5 22.8 22.4

全国順位

（ワースト）
14 18 16 19 17

県外大学･短大への進学者割合（％）

県外への就職者割合（％）(高等学校（全日制・定時制）卒業者)

県外流出・県外進学県の総人口・生産年齢人口の推移

出典：文部科学省「学校基本調査報告書」〔資料〕総務省「国勢調査」（昭和20年は「人口調査」）注：昭和20年は総世帯数のデータがありません。



化学

18.7%

鉄鋼

18.0%

石油

17.9%

はん用機器具

12.5%

食料

8.0%

金属

3.5%

生産

3.3%

繊維

2.6%

窯業

2.0%

飲料

1.9%
その他の

産業分類
11.5%

令和２年
製造品出荷額等
2兆3,835億円

出典：経済産業省 令和３年経済センサス‐活動調査
【製造業】結果報告

＜従業員4人以上の製造業の製品出荷額等の構成比＞ ＜主要産業（従業員4人以上）の製品出荷額等の推移＞

0

5,000

10,000

H23H24H25H26H27H28H29H30 R1 R2

化学 石油 鉄鋼

出典：工業統計調査（H24~26, H29~R2）、
経済センサス（H28, R3）より作成

（億円）

県内産業の特徴

 商工業においては、化学、鉄鋼、石油といった基礎素材型産業の割合が高く、製造品出荷額等の約６割を占めて
いる。

 また、地場産業も古くから栄え、丸編ニット、パイル織物、染色などの繊維関連産業をはじめ、機械金属、化学、日

用家庭用品など全国シェアが高い産業も数多く存在。

 従来、県経済の中心であった鉄鋼、石油産業については、製品出荷額等が顕著に減少傾向。

 製造業の事業所数は年々減少し、製造品出荷額等は近年、2兆6千億円程度で推移。

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

H2 H7 H12 H17 H22 H26 H28 R2

（十億円）

鉄鋼業 石油・石炭製品 化学工業 その他 事業所数

2兆6,476億円

1,664事業所

（事業所数）

事務所数（右目盛り）

製造品出荷額等（左目盛り）

〔資料〕経済産業省「工業統計調査」（H2～H22,H24～H26,H29～30）
総務省・経済産業省 「経済センサス-活動調査」（H24,H28）、
「工業統計調査」（令和元～2）

注１ 従業者4人以上の事業所
２ H23の数値は経済センサス-活動調査（H24）のものです。

H28以降の製造品出荷額等は、前年1月～12月の数値となっています。
3   H28の製造品出荷額等は個人経営調査票で把握した事業所は除きます。

<製造業の事業所数と製造品出荷額等の推移>
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背景・対策

 和歌山では、人手不足に悩む企業がある一方で、重点８分野の製造業が堅調に成長。交通インフラの整備や、ICTや
ロケット等の新産業の発達等により、経済活性化のチャンスを迎えている。

 ①研究開発の推進、②創業・第二創業の促進、③人手不足問題解消に向けた労働生産性向上支援、④産学官連携
の促進、⑤人材育成 に取り組み、労働生産性の向上による企業体力の強化や新技術・新産業の創出を通じた経済発
展と、和歌山らしい豊かな自然環境との共生や、省資源化・低炭素化を含めた自然環境の付加価値の向上につながるよう
な 「デジタル技術利活用の最先端県」を目指していく。

①ロボット等加工・組立技術分野
省力化技術の導入、技術力向上

②化学分野
新製品開発や既存製品高度化、多品種少量生産

③医療・福祉分野
学部間・病院連携の創薬研究や治験を含む臨床研究

④バイオ・食品分野
機能性食品等の開発促進、地域産品ブランド保護

⑤エネルギー・環境分野
自然・社会環境と調和した再エネ導入、水素社会実現

⑥IT・ソフトウエア・通信技術分野
 5G技術の地域課題解決、ITオープンソース人材の集積

⑦農業・林業・水産業分野
 ICTやロボット等先端技術による農林水産業スマート化

⑧航空・宇宙分野
関連企業や人材の集積、衛星データ等の宇宙関連技術

重点８分野

（参考）これまでの県内の産業技術政策

第三次和歌山県産業技術基本計画
（2020年度～2024年度）

※ 本計画は、2010年に県条例に基づき、新技術の創出推進により、新たな産業の振興と既存産業の高付加価値化を図り、
活力あふれる県内経済を実現することを目的に策定したもの。
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 県内の発電電力量は、 2017年以降、火力発電所の休廃止が相次ぎ減少傾向。

 再生可能エネルギーは、2012年のFIT法施行以降導入が進み、2023年度の再エネ率（注１）は、約33％と
国の数値を上回って推移。

 一方、近年、大規模ソーラー発電や陸上風力発電においては、環境や災害への配慮が求められ、適地が減少。計
画が難航、断念する案件が増加しており、伸び率は鈍化する見通し。
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太陽光発電

風力発電

バイオマス熱利用

⼩水力発電

（参考）県内の主要な再エネ導入・立地状況
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写真提供：

公益社団法⼈和歌山県観光連盟

和歌山市近郊エリア
大阪に近い和歌山市は、江戸時代の史跡や日本らしい名勝地を
楽しめます。海の幸や和歌山グルメも⼈気です。

有田・日高エリア
県央に位置して、海と山の恵みを受ける風光明媚な土地で
す。特産品のみかんやクエなどの食も満喫できます。

白浜・串本エリア
関西を代表するマリンリゾートです。レジャーのほかに、太平洋
の偉大さを感じる絶景スポットも楽しめます。

熊野エリア
大自然のパワーあふれる「世界遺産」と「熊野三山」
を含み、歴史ある温泉も名物のひとつです。

高野山エリア
真言宗の総本山「高野山」エリアは、豊かな自然と荘厳な寺
院が共存する厳かな雰囲気が漂います。

豊富な観光資源

 和歌山県は、恵まれた風土を活かした観光資源が豊富で、自然、文化、食など、それぞれのエリアの特性に応じた
魅力が存在。
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 H29年度から全国に先駆けてワーケーションに取り組んでいる和歌山。特に白浜はワーケーションの聖地と言われる。

 羽田空港から南紀白浜空港まで飛行機で70分というアクセスの良さ。

 本州最高峰のビーチ白良浜や日本三古湯の南紀白浜温泉。

世界遺産熊野古道や繁殖実績日本一のジャイアントパンダのファミリーを有する。

ワーケーションの聖地、和歌山

・羽田空港から関西国際空港まで約60分
・羽田空港から南紀白浜空港まで約70分

アクセスの良さ・世界に誇る観光資源 県ワーケーション実施事業者と延べ人数

出所：和歌山県調べ

写真提供：

公益社団法⼈和歌山県観光連盟



 関西電力海南発電所：石油火力発電、４機、２１０万ｋW

１９７０年 ５月・・・稼働開始

２０１７年 ４月・・・１号機、２号機を休止

２０１７年 ６月・・・３号機を休止

２０１９年 ４月・・・４号機を休止 ＆ 発電所として廃止

 関西電力御坊発電所：石油火力発電、３機、１８０万ｋW

１９８４年 ９月・・・稼働開始

２０１９年 ４月・・・２号機を休止

※海南発電所・御坊発電所ともに、2011年の東日本大震災後に原発が停止して以降、高稼働で供給力確保に貢献

 日本製鉄関西製鉄所：

１９４２年 ７月・・・操業開始（（旧）住友金属工業和歌山製鉄所）

２０２１年 ９月・・・和歌山地区の高炉1基を操業停止

※ピーク時の1970年には高炉5基で約920万トンを生産

 ENEOS和歌山製油所：

１９４１年 ５月・・・操業開始（（旧）東亜燃料工業和歌山工場）

２０２３年１０月・・・製油所機能を停止 ＆ 和歌山製造所に変更

※1968年～2014年までは17万バレル/日の原油処理能力を保有

近年の県経済産業の縮小動向
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変化の兆し



 近年、世界でＧＸ実現に向けたグローバルな政策競争が激化。各国で産業政策が活性化し、国内産業育成、
カーボンニュートラルに向けた脱炭素先導、地政学的リスクの高まりなどを踏まえ、官による大規模で強力な補助金・
優遇税制等により域内投資が活性化。

 日本でもGXの流れの中で、失われた30年を超えて、戦略物資の関連を中心に国内投資が活性化しつつある。

変化の兆し

第13回産業構造審議会産業技術環境分科会資料２より抜粋

27



 米国、欧州、あるいは経済界（WEF等）からも、従来型の資本主義ではない、分配を意識したアプローチが語られ
る背景には、多くの人々が、幸せを感じられない、将来を悲観する現状があるのではないか。

 各国事情が異なるが、共通しているのは、官も民も一歩前にでて、大胆な国内・域内投資を行っていること。

（参考）世界各国での産業政策の活発化
産業構造審議会経済産業政策新機軸部会第2次中間整理参考資料集より抜粋
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 ＧＸやＤＸなどの中長期的成長が見込まれる戦略分野について、政府が大規模・長期・包括的な支援を行うこと
により、自国内への民間企業の立地・投資を誘致する動きも強まっている。

（参考）海外の戦略産業投資事例
産業構造審議会経済産業政策新機軸部会第2次中間整理参考資料集より抜粋

（例：米国の蓄電池、EV、半導体）
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 水素・アンモニア： 約 ７兆円～

 蓄電池産業： 約 ７兆円～

 鉄鋼業： まずは、 ３兆円～

 化学産業： 約 ３兆円～

 セメント産業： 約 １兆円～

 紙・パルプ産業： 約 １兆円～

 自動車産業： 約３４兆円～

 資源循環産業： 約 ２兆円～

 住宅建築物： 約１４兆円～

 脱炭素目的のデジタル投資： 約１２兆円～

 航空機産業： 約 ５兆円～

 ゼロエミ船舶： 約 ３兆円～

 バイオモノづくり： 約 ３兆円～

 再生可能エネルギー： 約２０兆円～

 次世代ネットワーク： 約１１兆円～

 次世代革新炉： 約 １兆円～

 カーボンリサイクル燃料： 約 ３兆円～

 CCS： 約 ４兆円～

今後１０年間で、以下の分野に計１５０兆円超の官民投資の実現を目指す

 2050 年カーボンニュートラルを目指し、「ＧＸ実現に向けた基本方針」及び関連２法の成立によって、「成長志向
型カーボンプライシング構想」等を具体化。7月には実行段階に移るための「GX推進戦略」が閣議決定。

 今後10年間で１５０兆円超の官民投資の実現を目指し、民間のみでは投資判断が困難な案件については、

政府が２０兆円規模の先行投資支援を実施し、官民協調で、長期投資を呼び込む方針。

 年内に、今後10年間の具体的な「分野別投資戦略」及び「先行５か年アクション・プラン」を策定予定。

日本のGX実現に向けた取組（商用投資促進）

30

ＧＸ関連概算要求（複数年度にわたる、「総額２兆円超（令和６年度：1.2兆円超）の投資促進策＋事項要求※）

※ ①排出削減が困難な産業の製造プロセス転換やサーキュラーエコノミー、②水素・アンモニアのサプライチェーン構築、

③SAFの製造設備・原料サプライチェーン整備、④GX推進機構関連予算 等

（SAF、合成燃料・メタン）

※一部重複あり



 政府の「経済見通し」によると、2023年度の民間企業設備投資は1990年代を上回る、過去最高の103.5兆円
となる見込み。

 経団連は2023年4月の「国内投資拡大のための官民連携フォーラム」にて、2027年度に設備投資額115兆円を

実現し、政策強化により更なる高みを目指す目標を表明。政策強化も踏まえ、今後も堅調な見通し。

設備投資意欲の上昇
産業構造審議会経済産業政策新機軸部会第2次中間整理参考資料集より抜粋
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国内回帰・国内生産体制の強化
第23回産業構造審議会地域経済産業分科会資料２より抜粋

 新型コロナウイルスの感染拡大や地政学的リスクの顕在化を背景に、サプライチェーンを見直し、国内回帰・国内生
産体制の強化を図る動きが見られる。

 海外調達又は輸入品の利用がある企業のうち、生産の国内回帰や国産品への変更などの対策を実施・検討して

いる企業は4割となっている。また、これらの対策を実施・検討している理由としては、半数以上の企業が安定的な調
達を挙げている。
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国内投資の増加は、賃金上昇につながる

 OECD各国の賃金と民間設備投資の相関を見ると、国内投資の増加は、労働生産性の向上を通じて賃金上昇に
繋がる。

 日本は、設備投資と賃金の両方とも他国に比べ上昇率が低い。

第９回産業構造審議会経済産業政策新機軸部会資料３より抜粋
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（参考）足元で動き出している国内投資案件

34

国内投資拡大のための官民連携フォーラム(令和５年10月４日) 資料２より抜粋



 昨年来、県内においても、カーボンニュートラルや脱炭素、サーキュラーエコノミーの潮流を捉えた新たな動きがいくつか
出始めている。

県内における新たな動向（昨年来の潮目の変化）

パナソニックエナジー 和歌山工場（紀の川市）

（大阪ガス HPから引用）（R5.4.6 国内投資拡大のための官民連携フォーラム資料9より抜粋）

 次世代高容量規格：新型車載用バッテリー「4680」工場

 2024年度、量産開始予定

エネウィル等 御坊バイオマス発電所（御坊市）

 輸入チップを原料としたバイオマス発電所（県内最大）

 2025年9月、運転開始予定

2022年2月発表 2022年4月発表

2022年11月発表

完成予想図

（ENEOS資料から引用）

 仏トタルと共同：廃食油を原料としたSAF製造工場

 2026年度目標、量産開始予定（現在FS中）

ENEOS 和歌山製油所エリア（有田市・海南市）

35

2022年1月竣工

スペースワン スペースポート紀伊（串本町）

 国内民間初ロケット発射場：小型衛星の宇宙輸送サービス

 2020年代中、年間20機の小型ロケット打上げ予定

（提供：スペースワン）

SAF

蓄電池 再エネ

宇宙・
ロケット



（参考）和歌山製油所エリアのグランドデザイン

 2023年10月に製油所機能が停止された、和歌山製油所エリアの将来について、和歌山県では、ENEOS株式会
社、経済産業省、海南市および有田市とともに検討会を組織し、議論を重ねてきた。

 その成果として、機能停止前の2023年9月に和歌山製油所エリアを、カーボンニュートラル社会の実現と地域経済

の発展に貢献する「未来環境供給基地」としていくためのグランドデザインを公表した。

和歌山製油所エリアの今後の方向性について
（2023年９月５日）中間とりまとめより抜粋

＜グランドデザイン（マップ）＞
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（参考）わかやま資源自律経済ビジョン

 和歌山県では、固有の産業構造と地域の再生資源を整理し、地域の特性を踏まえた産業創出や広域的な資源
循環ネットワークの構築を目指すため、「わかやま資源自律経済ビジョン」を策定。

 県民一人ひとりが資源循環を自分事化することを促し、『和歌山らしさ』に主眼を置いた資源循環を通じて、自信と

愛着ある和歌山を県民自らの手でデザインする姿の実現を目標として掲げている。

 今後、資源ごとのワーキンググループを立ち上げ、和歌山版サーキュラーエコノミーモデルの実現に必要な具体策の検
討を実施予定。

和歌山県における地域資源循環のイメージ
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和歌山県が将来ありたい姿



 激変する世界情勢の中で、国内でも変化の兆しが発生。一方、和歌山県では、人口減少・若年層の県
外流出が全国に先行し、経済の停滞傾向も見え隠れ。

 他方、少子高齢化による人手不足の長期化が予想され、経済活動が停滞する中でも足元の雇用に関
する影響は少ない可能性。放置すれば緩やかな縮小均衡が継続。

 縮小均衡を良しとせず、反転攻勢に出るためには、今この瞬間を唯一のチャンスと捉えて、これから１０
年以内に将来の中核となりうる成長産業の開拓にチャレンジすることが必要。

 これを成功に導き、今後３０年の和歌山県の在り方をかたちづくる

 終身雇用が揺らぎ、慢性的な人手不足が見込まれ、労働者主導で人材の流動性が増すと想定される
中、一企業の誘致にとどまらず、産業レベルでの集積を地域で目指すことが必要

 これまで地域を支えてきた産業のグリーントランスフォーメーションを推進するとともに、新産業との融合
を図り、先行して地域全体で脱炭素・デジタル化に向けた事業転換を目指す

 複数の中核となるGX産業の誘致に成功

 当該産業の市場成長に伴い、外部委託、下請、共同技術開発などの関連事業の需要が生じ、県内
企業による事業転換やサプライチェーン企業やスタートアップの立地を通じて、当該産業の国内重要拠
点として産業集積が形成

 良質な雇用が創出され、賃金水準が上昇。若者が増え、働き盛りの子育て世帯が流入し、さらなる集
積の土壌が整う正のサイクルを構築

 美しい自然・伝統ある文化との共生、和歌山県の誇る魅力との融合の中で、多様な働き方を実現しな
がら、DX・AI等の先端技術を用いたものづくりで和歌山産のグリーン製品が国内、アジア、世界に将来
にわたって長期安定的に供給される体制が定着

和歌山県が将来ありたい姿
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10年以内に



ステークホルダーのニーズ

成長産業

金融機関

若者住民

労働者

 将来ありたい姿を目指していくにあたっては、その実現に不可欠なステークホルダーのニーズを丁寧に汲み取ることが重
要。そのうえで、ありたい姿と足元の状況のギャップを認識し、足りない部分を埋めていくための施策の立案につなげて
いくことが必要。
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ステークホルダーのニーズ
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 成長産業
 産業用地：一定の広さ、拡張性、即工事着手可能な土地の造成状況

 インフラ：工業用水・排水、電力（特別高圧）、道路

 アクセス：空港、港湾、高速道路、取引先企業との近接性（SC集積度）

 エネルギー：再エネ100%供給、水素等クリーン燃料供給、資源循環の仕組み

 労働者
 一定の賃金水準の確保、業務の拘束時間が少ない（残業少）

 ワークライフバランス（家庭重視、共働き、育児参加）

 住民
 食料品や日用品の買い物の便利さ

 家賃や物価、光熱費等の住まいに関する費用が安い

 特色ある教育を受けられる

 安定的で良質な雇用の場が存在

 若者
 多様な価値観・アイデンティティへの受容性（LGBTQ等）

 自己実現のために時間と費用を充てられる（可処分所得・可処分時間の確保）

 物理的・時間的拘束からの解放（好きな時間に、好きな場所で働く）

 人付き合いを好まず、責任ある役職に就きたくない

 金融機関
 トランジションファイナンスの対象とみなされる投融資を支援したい

 金融機関の貢献が適切に評価される脱炭素投資を支援したい

 雇用・人材：現地雇用、人材供給システム

 地域理解：GXのストーリー性、住民の受容性

 住環境：住居、教育機関、レクリエーション、通勤負担減

 投資インセンティブ：国・県等の補助金、優遇税制

 多様な働き方（テレワーク・フレックス等）

 ジョブスキルを磨ける

 医療・介護・保育等の福利厚生の充実

 バリアフリー社会（障がい者、高齢者等）

 余暇の充実

 エンゲージメント：社会、家族・友人＞会社

 デジタルネイティブ、SNSを通じて情報にアクセス

 承認欲求が高い

 県内でグリーンファイナンス活用が拡大してほしい

 グリーン／トランジションファイナンスのモデル地域化



 産業団地は需要に応じて増設・拡張を行うため、団地の造成を待ってから立地するようでは間に合わない。拡張した
い時に用地があることが重要。

 国内回帰に当たっての産業用地の減少・不足傾向、（高度）人材不足の解消。

 企業が立地地点を選定する際には、インフラ整備の充実を重視 → 道路や工業用水等のインフラ整備も必要。

 工業用水、電力（特別高圧）、頻繁な設備投資に耐えうる拡張性のある土地が必要。

成長産業ニーズ
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労働者ニーズ①

 転職者が企業へ応募する際に重視する点は、「給与水準が高い」44.6％、「やりたいことを仕事にできる」43.1％、
「プライベートの時間を十分に確保できる」31.9％の順で高い結果。

 過去20年にわたる就業価値観の変化をみると、会社の発展のために尽くすといった意識は減少傾向にあり、共働

き・子育てといったワークライフバランスへの意識が高まってきている。

就業価値観の推移（就労者のみ）
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転職者が企業へ応募する際に重視する点

（出所）2023年2月（株）リクルート 転職活動者調査

給与水準が高い
やりたいことを仕事にできる

プライベートの時間を十分に確保できる

自分の仕事の目的は会社を発展
させることである

現在の業務に満足している

本業以外の仕事も持ちたい

会社や仕事のことより、自分や家庭のこと
を優先したい

できれば自分で独立して事業をおこしたい

たとえ収入が少なくなっても勤務時間
が短いほうがよい

資格を取得したりして能力の向上に
積極的に努めたい



労働者ニーズ②

 総務省「通信利用動向調査」により、テレワーク導入状況の推移をみると、令和２（２０２０）年は前年から大
幅に割合が上昇しており、令和３（２０２１）年もその割合が維持されている。

 自己啓発を「行っている」「行っていないが、始めたいと思っている」者を対象に、その目的を複数回答で聞いたところ、

「現在の仕事に必要な知識・能力を身につけるため」が最も多く、次いで「将来の仕事やキャリアアップに備えて」が多
くなっている。

就業価値観の推移（就労者のみ）
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自己啓発の実施状況

（資料出所）総務省「令和３年通信利用動向調査」（2022年5月）を基に、厚生労働省労働
基準局労働条件政策課において作成

導入していないが、今後
導入予定がある

テレワークを導入している

58.2   57.4



住民ニーズ

 和歌山県に将来も住みたいと考えている地元学生・若者世代（県内在住）のニーズは、「買い物に便利なとこ
ろ」、「自然環境に恵まれたところ」、「交通の便がよいところ」。

 「東京圏から地方圏へ移動」した人のニーズは「食料品や日用品の買い物の便利さ」、「治安の良さ」、「家賃等の住

まいに関する費用の安さ」、「大都市へのアクセスの良さ」。

出典：若年層の東京圏、地方圏への移動に関する意識調査（令和４年）
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若者ニーズ①

 異なる政治的・技術的背景を生きた各世代は、それぞれ多様な価値観を有する。

 若い世代には、アイデンティティの多様性や繋がりを求める傾向、自己実現のための消費など、それまでの世代とは異

なる行動・消費様式が見られることが指摘されている。
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若者ニーズ②

 多様な価値観を重視するため、内的報酬に対する欲求が高い。

 好きな時間に働く、好きな場所で働く、といった自由な働き方を希望する人は、ここ数年で20～30代社員で増加。

 若者のSDGsの認知率は9割超。「内容まで含めて知っている」と回答した割合は、男女ともに10代が最も高い。

（資料出所）株式会社パーソル総合研究所「働く10,000人の就業・成長定点調査」に基づく「20代社員の就業意識変化に着目した分析」(2022年8月18日) （資料出所）電通、第6回「SDGsに関する生活者調査」

（資料出所）日本総研「若者の意識調査（報告）ーESGおよびSDGs、キャリア等に対する意識ー」（2020年８月13日）を基に、厚生労働省労働基準局労働条件政策課において作成

自由な働き方を志向している
働く時間・場所の希望（2022年）
好きな時間に働く、好きな場所で働く、と
いった自由な働き方を希望する人は、この6
年の間に20～30代社員で増加傾向。
特に20代前半には多く、2022年には約
52%が好きな時間、約44%が好きな場所
で働くことを希望。
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自分の能力やスキルを活かすために働くことが重要だ

興味・好奇心を追求して働くことが重要だ

自己成長のために働くことが重要だ
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 「脱炭素社会」は地球規模で目指すべき将来像であり、公的資金のみならず、多額の民間の資金供給が必要。

 地球温暖化対策や再生可能エネルギー等の環境分野への取組に特化したファイナンス（グリーンファイナンス）、
温室効果ガス（GHG）多排出産業を中心に、省エネ・燃料転換等を含む着実な脱炭素化に向けた移行（トラン

ジション）への取組に対するファイナンス（トランジション・ファイナンス）へのニーズが高まっている。

金融機関ニーズ

※１ヒアリング等に基づく金額非公開のローン調達額を含む。
※２環境省グリーンファイナンスポータル、経済産業省「トランジション・ファイナンス」、その他公表情報、金融機関からのヒアリングを基に作成

（出典）トランジション・ファイナンス 2022年市場概要

国内脱炭素等の環境関連投資による資金調達額の推移（億円）※1※２

グリーンファイナンス

トランジションの概念

（出典）経済産業省HP（トランジション・ファイナンス）



（１）地域に成長産業集積を目指すためのコンセプトについて
• 将来ありたい姿
• 和歌山の強み、和歌山らしさ
• 成長産業の検討にあたっての視座 【後半でご説明】

（２）どの産業を和歌山県における成長産業として据えるべきか

（３）中核となる成長産業を呼び込むために必要なこと
• 誘致・立地を呼び込むための方策
• 集積につなげるための方策
• 労働者を呼び込むための方策
• グリーンファイナンス・トランジションファイナンスを呼び込むための方策

（４）産業創出後、波及効果を最大化し持続的に成長するために必要なこと

（５）行政が今後取り組むべき施策

（６）成長産業にとって魅力的な立地地域と映るためのＰＲ方法
• 対県民、対企業、対労働者、対若者、対金融、対投資家、etc.

（７）上記以外の追加的な論点

本検討会でご議論いただきたいポイント
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